
品川区いじめ対策委員会（第１回） 

議事録要旨 

１ 日時 

  令和５年５月１１日（木）午前１０時から正午まで 

 

２ 会場 

  教育文化会館３階 第一講習室 

 

３ 内容 

（１） 品川区教育委員会教育長より挨拶 

（２） 委員長より挨拶 

（３） 令和４年度の報告（目安箱・アイシグナル・専用電話） 

（４） 令和５年度 いじめ防止対策の取組について 

（５） いじめ事案報告について 

（６） 協議 いじめの重大事態について  

（７） 品川区教育委員会教育次長より挨拶 

 

４ 出席者 

  斎藤尚也委員長、岡本淳子委員、新藤こずえ委員、教育委員会教育長、教育次長、教育

総合支援センター長、統括指導主事、指導主事、学校支援チーム HEARTS 

 

５ 報告要旨 

（１） 令和４年度の報告（目安箱・アイシグナル・専用電話・いじめ相談電話） 

・目安箱の実績件数は７７件であり、昨年度より４６件増となった。小学生では

４４件の増加。同じクラスからの投稿が２０件見られたが、年度途中の担任交代

のタイミングで周知された際の反応とみられる。 

・アイシグナルの件数は３件、昨年度の２０件からかなり減少している。 

・学校支援チーム HEARTS の相談専用電話３１件で、令和３年度とほぼ同様。 

・いじめ相談電話（まもるっち）は、対応件数は３，７３３件、学校へ対応を依

頼した相談件数は２２２件であった。 

（２） 令和５年度 いじめ防止対策の取組について 

  〇令和５年度いじめ防止対策の概要について 

  〇令和５年度の主な変更点について 

① 品川区学校支援チームハーツの人数を１１名から１３名に増員し、きめ細かな

支援により、いじめ等問題の早期解決を図る。 

② 「hyper-QU」について、不登校児童の増加傾向を受け、全校４・５年生に加え



中学校、義務教育学校後期課程９校で実施。また「hyper-QU」に対する理解を

深め、分析結果を指導に活用するため、５月２日に実施校の教員対象に研修を

実施した。 

③ 学校いじめ対策委員会の「いじめのない学校づくり」を「いじめを許さない学

校づくり」に表記を改めた。 


